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■ 自吸式マグネットポンプに新シリーズを追加し発売

　好評を博している自吸式
マグネットポンプ（ＰＭＤＳ
型）に新たに８機種を追加
し発売いたしました。
　このポンプは、非自吸式
のマグネットポンプ（ＰＭＤ
型）に着脱自在な自吸用タンクを配設することで
自吸性能を有しています。また配設前の非自吸式
ポンプの性能を維持しながら低騒音・高効率を実
現していることにより、市場で高い評価を得てい
ます。
　主な用途として、海水や化学液(一部を除く)の
循環用として使用されます。
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上場証券取引所�株式会社大阪証券取引所

株 主 メ モ

【株式に関する住所変更等のお届出
およびご照会について】

　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所
変更等のお届出およびご照会は、口座のある証券会
社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設さ
れていない株主様は、下記の電話照会先にご連絡く
ださい。
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（平成２３年３月３１日現在）

３６，０００，０００株会社が発行する株式の総数

９，１４３，２００株発 行 済 株 式 の 総 数

６３４名株 主 数

１，０００株１ 単 元 の 株 式 の 数

（平成２３年３月３１日現在）会 社 概 況

商　　号　　三相電機株式会社
設　　立　　昭和３２年１０月１１日
資 本 金　　８億７，１６０万円
従業員数　　３９７名
事業内容　　小型モータおよび小型電動ポンプの
　　　　　　製造・販売、金型の製造・販売

株式の状況

事 業 年 度�毎年４月１日から翌年３月３１日まで
定時株主総会�毎年６月開催
基 準 日�定時株主総会　毎年３月３１日
� 期末配当金　　毎年３月３１日
� その他必要があるときは、あらかじめ
� 公告して定めます。

株主のみなさまへ

証券 コ ー ド　6518

平成 22 年 4月1 日～ 平成 23年 3月31日

三相電機株式会社

　株主の皆さまにおかれましては、平素より
格別のご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　このたびの東日本大震災により被災された皆
さまには心からお見舞い申し上げますととも
に、被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げ
ます。
　ここに２０１０年度（２０１０年４月１日から２０１１年
３月３１日まで）の営業の概況につきましてご報
告申し上げます。
　今後とも変わりないご支援、ご協力を賜り
ますよう心からお願い申し上げます。

平成２３年６月　

代表取締役社長　黒 田 直 樹
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■ 業績の概況 

　当連結会計年度における我が国経済は、海外経

済の改善や政府の各種政策効果などを背景に、景

気は持ち直しの兆しが見られた一方で、デフレの

影響や雇用情勢の悪化懸念などにより、景気は引

き続き厳しい状況で推移してまいりました。

　当社グループにおいては、リーマンショックの

金融危機以降、大幅な落ち込みを続けていた工作

機械装置業界の受注が当連結会計年度に入り回復

するとともに、住宅関連業界においても緩やかに

受注は回復。また半導体製造装置業界では好況な

市場を反映し、受注は増加傾向で推移してまいり

ました。

　このような事業環境の中、お客様のタイトな納

期要求にお応えし販売機会を損なわないために、

新たな生産管理システムの構築を図り、短納期対

応を進めてまいりました。また鉄鋼材や非鉄金属、

原油価格が上昇する中で、生産性の向上やグロー

バルな部品調達を積極的に進めるなどコストダウ

ンを実施し、業績回復に努めてまいりました。

　この結果、当連結会計年度の売上高は１０２億５７百

万円（前期比１２２.７％）、営業利益は３億２３百万円

（前期は１億６７百万円の営業損失）、経常利益は２

億６９百万円（前期は７７百万円の経常損失）、当期

純利益は２億４百万円（前期は早期退職優遇制度

実施に伴う特別加算金および再就職支援に関わる

費用１億５６百万円を特別損失で計上したことによ

り２億８９百万円の当期純損失）となりました。

■ 今後の取り組み

　今後の業績の見通しといたしまして、海外経済

の改善などにより景気回復の期待がもたれます

が、今年３月に発生した東日本大震災の影響によ

る消費の低迷や、電力の供給不足による生産の停

滞が考えられ、景気の先行きは依然として不透明

感が払拭できない状況で推移するものと考えられ

ます。

　このような状況下、当社グループにおいても部

材の調達に支障をきたすなど、一時的に生産性を

損なう可能性が懸念されますが、国内の電力需要

が制限される中で、企業として更なる省エネを促

進するため、高効率で低消費電力となるモータや

ポンプの開発、販売に注力してまいります。

　またグループ会社全体の生産効率を向上するた

めに、部品加工工程の統廃合を進め、コスト競争

力を高めることで業績向上に努めてまいります。

　なお、平成２３年４月２８日付けで、「新工場建設

のお知らせ」として開示させていただいておりま

すが、現在、本社工場および国内子会社を含め各

拠点で行っている同種の部品加工を新工場に集約

するとともに、関連する工程も同新工場へ移設を

行い、合理化の推進と物流効率を高め、コスト競

争力の強化を目的として新工場建設を計画してお

ります。稼動につきましては、平成２４年４月以降

を予定しており、業績への影響についても同期以

降で表れるものと予想しております。

営業の概況

経常利益 （単位：百万円）　

当期純利益 （単位：百万円）　

売上高 （単位：百万円）　

連結業績の概要

要約連結貸借対照表 （単位：百万円）

　　　科　　　目

６，５８６
３，１２２
１，９７０
８５

１，０６５

資 産 の 部
　流 動 資 産
　固 定 資 産
　　有 形 固 定 資 産
　　無 形 固 定 資 産
　　投資その他の資産

９，７０８　資 産 合 計

３，３２９
１，１２７

負 債 の 部
　流 動 負 債
　固 定 負 債

４，４５６　負 債 合 計

５，２７１
８７１
１，８２５
２，６１３
△ ３８
△ ２０
△ ４５
２５

純 資 産 の 部
　株 主 資 本
　　資 本 金
　　資 本 剰 余 金
　　利 益 剰 余 金
　　自 己 株 式
　その他の包括利益累計額
　　その他有価証券評価差額金
　　為替換算調整勘定

５，２５１　純 資 産 合 計

９，７０８　負債純資産合計

要約連結損益計算書 （単位：百万円）

　　　科　　　目

１０，２５７
８，３８６

売 上 高
　売 上 原 価

１，８７０
１，５４７

売 上 総 利 益
　販売費及び一般管理費

３２３
４１
９４

営 業 利 益
　営 業 外 収 益
　営 業 外 費 用

２６９
４７

経 常 利 益
　特 別 損 失

２２２
２２
△ ３

税金等調整前当期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額

２０４当 期 純 利 益

（ ）自 平成２２年４月１日 
至 平成２３年３月３１日 

（平成２３年３月３１日現在）
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